
総務省行政事業レビュー推進チーム事務局作成 

 

令和８年度行政事業レビュー「公開プロセス」 論点 

 

事 業 名 宇宙戦略基金事業 

論  点 

一定期間ごとに成果指標（KPI）等を検証し、資金配分に反映すべき 

〇 JAXA（基金設置法人）において、個々の事業の審査から公募・採択までのプロセスが適切

に行われているか。また、総務省は、JAXA に対する支援や事業全体の進捗管理を適切に行

っているか。 

 ・ 技術開発テーマの実施方針の決定から公募、採択まで、民間事業者の準備期間にも配慮

し、適切な期間を設けて実施されているか。採択までの間に、実施方針自体が技術の進歩

にマッチしなくなる懸念はないか。 

 ・ 実需に結び付くような技術開発テーマとするため、当該技術の利用者側からの意見も把

握し、テーマ設定に反映しているか。 

・ 採択案件の進捗や達成状況を確認するため、どのようなステージゲート評価を行うの

か。ステージゲート評価の対象となった案件の加速・減速・中止等は、どのような判断基

準で行うのか。 

 ・ JAXAにおいて、事業化に向けた伴走支援は適切に行われているか。 

 ・ 世界で通用するような技術開発を推進していくため、今後、どのような支援を強化して

いく必要があるか。 

 ・ JAXAの PD・PO体制や宇宙戦略基金事業部において、適切に審査・評価や公募・採択等

が行われているか。また、総務省は、JAXA に対する支援や事業全体の進捗管理など、適

切に行っているか。 

 

〇 アウトカムの指標は、アクティビティの目的に沿って適切に設定されているか。 

・ 「地球規模・社会課題の解決への貢献に向けた技術開発への支援」に係る長期アウトカ

ムが「社会課題解決へ貢献した課題数」と設定されているが、成果指標の意味がわかりづ

らいので、より理解しやすい表現に工夫できないか。 

 

基金設置法人等の運営、執行を適正化すべき 

〇 JAXAが保有している基金は、適切に管理・運用されているか。 

 ・ JAXAは、保有基金をどのような形で管理・運用しているのか。また、JAXAにおける管

理・運用方法について、今後さらに改善していく余地はないか。 




